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ラ
ー
メ
ン
「
来
来
亭
」

五
日
市
に
市
内
１
号
店

ラ
ー
メ
ン
「
来
来
亭
」
を
全
国
で
一
二

一
店
展
開
す
る
�株
来
来
亭
（
滋
賀
県
）
は

８
月
２７
日
、
佐
伯
区
五
日
市
中
央
七
丁
目

の
国
道
２
号
線
西
広
島
バ
イ
パ
ス
近
く
、

県
道
２
９
０
号
線
沿
い
に
、
市
内
一
号
店

の
「
来
来
亭

五
日
市
店
」
を
オ
ー
プ
ン

す
る
。

あ
っ
さ
り
味
の
し
ょ
う
油
ラ
ー
メ
ン
を

メ
ー
ン
に
、
京
都
九
条
ネ
ギ
を
使
っ
た
一

日
限
定
五
〇
食
の
ね
ぎ
ラ
ー
メ
ン
の
ほ
か
、

飲
茶
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
ギ
ョ
ー
ザ
や
肉

ま
ん
な
ど
を
そ
ろ
え
る
。
席
数
は
テ
ー
ブ

ル
四
卓
に
カ
ウ
ン
タ
ー
一
五
席
の
計
三
九

席
。
駐
車
場
二
五
台
分
を
設
け
る
。
年
中

無
休
で
営
業
時
間
は
午
前
１１
時
〜
深
夜
零

時
。
来
来
亭
は
関
西
、
東
海
地
方
を
中
心

に
展
開
。
Ｆ
Ｃ
制
で
は
な
く
、
店
長
経
験

者
が
独
立
す
る
「
の
れ
ん
分
け
」
制
度
を

取
る
。
五
日
市
店
は
、
山
口
県
に
七
店
舗
、

北
九
州
市
に
一
店
舗
を
持
つ
�株
真
心
（
山

口
県
宇
部
市
、
豆
田
正
樹
社
長
）が
運
営
。

同
社
は
向
こ
う
二
、
三
年
で
広
島
県
内
に

五
店
舗
の
出
店
を
目
指
す
。

ヒ
ュ
ー
エ
ン
ス
と
磯
野
経
営

３
テ
ー
マ
の
経
営
セ
ミ
ナ
ー

ヒ
ュ
ー
エ

ン
ス
社
会

保
険
労
務

士
法
人
（
福
山
市
、
大
立
稔
代
表
）
と
磯

野
経
営
労
務
事
務
所
（
三
原
市
、
磯
野
宏

所
長
）
は
共
同
で
、
９
月
か
ら
広
島
や
東

広
島
市
な
ど
で
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。

「
名
ば
か
り
管
理
職
解
消
の
た
め
の
見
直

し
」、「
ズ
バ
リ
！
実
在
賃
金
」、「
適
材
適
所

で
業
績
ア
ッ
プ
！
成
功
事
例
公
開
」
の
三

テ
ー
マ
で
、
大
立
代
表
と
磯
野
所
長
が
講

師
を
務
め
る
。
広
島
会
場
が
９
月
４
日
に

Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
東
広
島
は
５

日
に
東
広
島
商
議
所
会
館
で
開
催
。
２６
日

に
福
山
、１０
月
３
日
に
は
三
原
で
も
開
く
。

い
ず
れ
の
会
場
も
午
前
１０
時
か
ら
。
料
金

は
全
テ
ー
マ
で
一
万
五
〇
〇
〇
円
、
二
人

目
以
降
は
半
額
。
�電
〇
八
四
―
九
二
七
―

五
一
〇
三
（
ヒ
ュ
ー
エ
ン
ス
）。

▽
�株
も
み
じ
銀
行
（
野
坂
文
雄
頭
取
）
と

�株
山
口
銀
行（
福
田
浩
一
頭
取
）、
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
は
９
月
１１
日
午
後
５
時

か
ら
、
も
み
じ
銀
行
本
店
営
業
部
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
で
、「
事
業
承
継
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。
中
小
機
構
中
国
支
部

の
福
田
和
恵
事
業
承
継
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
「
社
長
、
事
業
承
継
対
策
は
万
全
で

す
か
？�
計
画
的
な
事
業
承
継
の
す
す
め
�」

を
テ
ー
マ
に
講
演
す
る
。
参
加
無
料
、
定

員
三
〇
人
。９
月
１８
日
午
後
５
時
か
ら
は
、

下
関
市
の
海
峡
メ
ッ
セ
下
関
で
も
開
催
す

る
。
�電
二
四
一
―
三
九
五
五
。

▽
同
志
社
広
島
校
友
会
は
０
８
年
度
総
会

・
懇
親
会
を
、
９
月
３
日
午
後
５
時
半
か

ら
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
２１
広
島
で
開
く
。

総
会
に
先
立
ち
、
京
都
の
茶
道
裏
千
家
大

宗
匠
、
千
玄
室
氏
が
「
同
志
社
の
茶
道
、

一
�
か
ら
平
和
を
」
を
記
念
講
演
。
会
費

は
男
性
八
〇
〇
〇
円
、女
性
五
〇
〇
〇
円
、

学
生
無
料
。
�電
二
六
三
―
三
一
一
一
。

五
代
目
古
今
亭

志
ん
生
が
ま
く
ら

に
よ
く
昔
の
珍
商

売
の
は
な
し
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
物
売
り
の
中
に
耳
か
き
を
し
て
歩

く
商
売
が
あ
っ
た
ん
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
真
偽
は
不
明
で
す
が
、
昔
か
ら

耳
か
き
を
好
む
人
が
多
か
っ
た
こ
と
は
事

実
で
し
ょ
う
。
し
か
し
耳
鼻
科
を
受
診
さ

れ
る
方
の
耳
の
ト
ラ
ブ
ル
の
中
に
は
耳
か

き
・
耳
掃
除
が
原
因
の
も
の
が
少
な
か
ら

ず
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
耳
垢
塞
栓

耳
垢
は
、
鼓
膜
表
面
か
ら
外
耳
道
の
皮

膚
が
新
陳
代
謝
し
て
い
く
流
れ
に
乗
っ
て
、

自
然
と
外
に
押
し
出
さ
れ
て
き
ま
す
。
で

す
か
ら
、
耳
の
穴
の
一
番
外
ま
で
来
る
の

を
待
っ
て
、
そ
こ
で
取
る
程
度
で
い
い
の

で
す
。
奥
の
も
の
ま
で
取
ろ
う
と
し
て
、

か
え
っ
て
耳
垢
を
奥
に
押
し
込
ん
で
し
ま

い
こ
れ
が
堆
積
し
耳
の
穴
い
っ
ぱ
い
に
栓

を
し
た
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
状
態
を
耳
垢
塞
栓
と
い
い
ま
す
。

②
外
耳
道
炎

外
耳
道
炎
と
は
耳
の
穴
の
皮
膚
が
傷
つ

き
、
痛
く
な
る
病
気
で
す
。
ひ
ど
い
場
合

に
は
細
菌
や
か
び
が
繁
殖
し
耳
だ
れ
が
出

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
多
く
は
竹
の
耳
か

き
な
ど
の
硬
い
も
の
で
耳
掃
除
を
毎
日
の

よ
う
に
す
る
人
に
起
こ
り
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
癖
の
あ
る
方
は
ど
う
し
て
も
触
っ
て

し
ま
う
た
め
に
完
治
が
難
し
く
、
何
度
も

繰
り
返
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

③
外
傷
性
鼓
膜
穿
孔

自
分
で
耳
掃
除
を
し
て
い
る
と
き
や
、

親
が
子
供
の
耳
掃
除
を
し
て
い
る
と
き
に
、

子
供
や
ペ
ッ
ト
が
体
や
手
に
あ
た
り
、
耳

の
穴
が
傷
つ
い
た
り
鼓
膜
に
穴
が
開
い
て

し
ま
う
事
故
が
時
に
あ
り
ま
す
。
鼓
膜
に

穴
が
開
い
て
も
多
く
は
自
然
治
癒
し
て
く

れ
ま
す
が
、
時
に
は
手
術
を
し
な
い
と
治

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
ま
れ
で

す
が
鼓
膜
の
奥
の
耳
小
骨
や
内
耳
に
傷
害

が
お
よ
び
、
難
聴
や
め
ま
い
が
起
こ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

耳
掃
除
を
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
何

ら
か
の
病
気
や
障
害
が
起
こ
る
こ
と
は
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
え
て
耳
掃
除
を
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
極
力
奥
は
触
ら
ず
、
入
り

口
近
く
の
耳
垢
を
取

る
だ
け
に
す
る
こ
と
、

硬
い
耳
か
き
は
使
わ

な
い
こ
と
、
子
供
が

遊
ん
で
い
る
そ
ば
で

は
し
な
い
こ
と
、
以

上
は
注
意
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

耳
か
き
は
ほ
ど
ほ
ど
に

広
島
市
西
区
医
師
会
理
事

隅
田
耳
鼻
咽
喉
科
院
長

隅
田

伸
二

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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